
昭
和
六
年
二
月
十
七
日
北
海
道
浦
河
の
地
震
報
告

北

田

道

男

昭
和
六
年
二
月
十
七
日
未
明
、
北
海
道
浦
河
附
還
を
震
央
と
し
て
起
っ
た
地
震
は
、
其
異
の
脱
税
震
勢
力
の
大
小
は
別
と

し
て
、
内
陸
地
方
に
可
な
b
の
範
固
に
亙
A
Y
強
度
の
震
度
を
奥
へ
た
黙
に
於
て
、
北
海
道
と
し
て
は
近
年
稀
に
見
る
強
震

で
あ
っ
た
。

北
海
道
の
南
乃
至
南
東
方
の
海
底
は
日
本
外
側
地
震
帯
に
含
ま
れ
る
地
帯
で
あ
る
魚
、
過
去
に
於
て
も
相
官
に
大
規
模

な
地
震
が
殺
生
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
近
く
は
、
(
ご
昭
和
四
年
十
月
六
日
の
落
石
岬
南
方
沖
の
地
震
・
(
二
)
昭
和
五
年
一

月
六
日
千
島
色
丹
島
南
東
沖
の
地
震
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
叉
日
本
海
方
面
で
は
事
会
一
)
昭
和
六
年
二
月
二
十
日
の

日
本
海
北
部
の
地
震
が
起
っ
て
ゐ
る
。
併
し
是
等
の
地
震
の
震
央
は
、
内
陸
か
ら
迄
か
に
離
れ
た
海
底
に
あ
っ
た
た
め

(
例
の
一
、
二
)
或
は
深
層
地
震
で
あ
っ
た
た
め
、
(
例
の
一
二
)
陸
地
に
汲
し
い
震
動
を
停
へ
な
か
っ
た
。
尤
も
、
内
陸
地
方

に
も
強
震
程
度
と
報
告
3
れ
た
地
震
も
起
つ
て
は
ゐ
る
。
例
へ
ば
昭
和
三
年
四
月
二
十
一
日
の
旭
川
附
近
の
地
震
或
は
昭

和
五
年
八
月
十
七
日
雨
龍
川
の
地
震
等
で
あ
る
が
之
等
は
小
規
模
な
局
畿
地
震
に
過
ぎ
-
な
か
っ
た
。
然
る
に
首
題
の
地
震

は
、
震
央
が
内
陸
に
在
ら
而
も
殺
震
勢
力
が
著
大
で
あ
っ
た
た
め
弦
に
此
の
地
震
に
就

3
調
査
す
べ
き
債
佐
は
充
分
あ
る

事
と
思
ふ
。

一一一一一一一



一
三
四

浦
河
附
涯
の
地
形
等
。

路
々
菱
形
を
形
成
し
て
ゐ
る
北
海
道
本
島
の
南
北
の
頂
黙
を
蓮
ね
る
地
域
は
1

大
雪
山
、
十
勝
岳
、
幌
尻
岳
、
紳
威
岳

等
の
俊
峯
を
含
む
一
連
の
高
山
地
帯
で
あ
っ
て
、

一
般
に
は
、
脊
梁
山
脈
或
は
中
央
山
脈
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
浦
河
地
方

は
乙
の
脊
梁
山
脈
が
襟
裳
岬
に
於
て
終
に
南
に
終
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
西
側
の
太
卒
洋
沿
岸
地
方
で
あ
っ
て
、
海
を
隔
て
て

青
森
脇
と
相
濁
し
て
ゐ
る
。
海
岸
卒
野
は
極
め
て
狭
く
、
特
に
襟
裳
岬
に
至
る
に
従
っ
て
著
し
い
。
辻
村
氏
は
、
其
著

E

地
形
墜
に
於
て
乙
の
附
近
の
海
岸
を
封
置
海
岸
の
一
種
と
指
摘
3
れ
て
ゐ
る
。
脊
梁
山
脈
に
殺
し
海
岸
卒
野
を
流
れ
て
海

に
注
戸
、
河
川
は
根
め
て
多
く
浦
河
測
候
所
管
内
即
ち
佐
留
太
山
以
南
だ
け
で
も
三
十
七
を
数
へ
る
(
六
十
寓
分
の
一
北
海

道
詳
闘
に
依
る
)
併
し
何
れ
も
短
小
で
あ
っ
て
、
間
早
調
に
南
西
方
に
平
行
し
て
流
れ
て
ゐ
る
。

中
央
山
阪
の
基
底
は
花
商
岩
を
以
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
西
側
は
古
生
屠
及
び
白
直
系
の
岩
石
か
ら
成
'
夕
、
沿
岸
地
方
は

吐
い
積
層
並
に
第
三
系
の
岩
石
が
主
要
部
分
を
・
な
し
て
ゐ
る
と
稽
3
れ
る
。
叉
渡
瀬
正
三
郎
氏
は
、
北
海
道
に
六
本
の
地
裂

線
を
仮
定
3
れ
事
中
央
地
裂
線
と
し
て
、
北
見
の
北
部
か
ら
南
下
し
て
浦
河
地
方
に
終
っ
て
ゐ
る
線
、
及
び
、
札
幌
地
裂

線
の
名
の
下
に
、
札
幌
か
ら
苫
小
牧
を
経
て
浦
河
の
南
西
沖
を
通
る
線
を
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
。

震

度

分

布

震
度
分
布
は
，
昭
和
六
年
二
月
競
気
象
要
覧
に
依
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。



強
震
観
測
一
地
、

(
浦
河
管
内
)
幌
泉
。
荻
伏
。
門
別
。
ハ
帯
康
管
内
)
大
津
。
民
尾
。
(
室
蘭
管
内
〉
苫
小
牧
。
徳
舜
瞥
。

強
震
(
弱
き
方
)

浦
河
。
(
浦
河
管
内
〉
様
似
。
三
石
。
静
内
。
新
冠
o
F
帯
債
管
内
)
士
幌
。
清
水
。
(
札
幌
管
内
)
千
歳
。
長
沼
。
(
脊
森
管
内
)
五
戸
。
七
戸
。
法
奥
深
。
田

子
。
野
港
地
0

・

弱
震
。

帯
庚
。
札
幌
。
室
蘭
。
国
館
。
青
森
。
盛
岡
。
(
浦
向
管
内
)
右
左
府
。
(
室
蘭
管
内
)
早
束
。
按
別
。
洞
爺
。
(
旭
川
管
内
)
富
良
野
。
(
札
幌
管
内
)
美
唄
。

夕
張
。
古
卒
。
湾
益
。
(
函
館
管
内
〉
江
差
。
八
雲
。
森
。
(
釧
路
管
内
〉
昔
辛
。
(
根
室
管
内
〉
津
別
o
F
毒
都
管
内
)
県
内
。
如
何
事
都
。
利
別
。
倶
知
安
。
(
青

森
管
内
)
五
所
川
原
。
大
奥
。
黒
石
。
三
戸
。
木
建
。
小
泊
。
撲
。
(
盛
岡
管
内
)
蹄
向
。
葛
巻
。
瀧
民
。
雫
石
。
日
詰
。
(
石
巻
管
内
〉
亘
理
。
(
編
島
管
内
〉

石
川
。

C 

圏 5引す打v阿o常

岡Ro:柑耐l'r5ふ~恥0'守事
図トM附7作od必e悶 f令

図 S引f併t仁e 

石'g，l

震度分布固

弱
震
(
弱
き
方
)
0

旭
川
。
官
古
0

・
水
津
。
石
巻
。
(
釧
路
管
内
〉
足
寄
。
標
茶
。
(
盛
岡
管

内
〉
湯
問
。
湯
口
。
千
厩
。
(
石
巻
管
内
〉
古
川
。

微

震

o

A
M

日
津
。
小
名
潰
。
根
室
。
秋
田
。
水
戸
。
筑
波
山
。
(
困
館
管
内
)
臼

尻。

以
上
の
如
く
弱
震
(
弱

3
方
)
並
に
微
震
の
観
測
地
が
比
較

的
少
な
い
の
は
，
礎
震
時
刻
が
巌
冬
中
の
四
時
前
で
あ
っ

た
た
め
、

一
般
の
人
々
の
熟
睡
を
覚
ま
3
な
か
っ
た
か
ら

曹
と
も
・
思
は
れ
る
。
今
之
れ
を
周
一
示
す
る

ε第
一
国
の
如
く

殺
る
。

一
三
五



一一一一....L. 
/、

印
ち
北
海
道
本
島
の
殆
ん
ど
全
部
，
東
北
地
方
の
大
部
分
、
関
東
地
方
の
北
東
に
亘
っ
て
人
身
戚
質
が
あ

b
.
乙
の
範

国
は
関
東
地
方
の
方
向
に
最
も
援
が
b
震
央
か
ら
の
有
戚
受
範
国
の
距
離
は
約
七
百
粁
に
及
ん
で
居
る
。

震
度
分
布
聞
に
依
っ
て
明
ら
か
な
如
く
‘
奥
山
肌
震
域
と
稽
へ
る
程
の
も
の
は
な
い
が
、
北
海
道
の
根
室
に
於
℃
は
肢
に

微
震
、
網
走
、
mm
幌
に
於
て
は
会
然
無
戚
受
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
南
方
遠
〈
水
戸
、
筑
波
に
於
て
人
身
に
戚
受
が
あ
っ
た
の
、

は
注
目
に
債
す
る
0

.
併
し
乙
の
現
象
は
、
今
同
に
特
有
な
も
の
で
は
な
く
、
北
海
道
の
南
海
岸
を
震
央
と
し
て
起
る
地
震

に
は
乙
の
種
の
震
度
分
布
が
伶
ふ
の
で
あ
っ
℃
・
例
へ
ば
昭
和
六
年
一
月
六
日
の
新
冠
川
上
流
の
地
震
で
は
‘
震
央
附
一
辺

で
は
強
震
、
札
幌
‘
帯
庚
，
室
蘭
等
で
は
弱
震
を
戚
じ
、
水
戸
、
柿
岡
、
筑
波
山
で
微
震
を
戚
じ
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
北

海
道
の
網
走
.
m
m
幌
、
害
都
で
は
全
然
人
身
に
は
戚
じ
・
な
か
っ
た
。
震
波
が
海
底
を
進
む
場
合
は
内
陸
を
進
む
場
合
よ

b

勢
力
の
吸
牧
が
少
な
い
と
し
て
説
明
さ
れ
る
の
か
、
或
は
特
異
な
地
質
構
造
に
依
る
も
の
か
、
或
は
岩
石
の
物
狸
皐
的
朕

態
に
関
係
す
る
も
の
か
、
何
れ
に
し
℃
も
乙
の
現
象
は
、
之
の
地
方
の
地
震
に
特
有
な
も
の
と
思
は
れ
る
。

地
震
計
に
依
る
観
測
。

各
地
の
地
震
計
の
観
測
の
結
果
を
気
象
要
賢
か
ら
，
遁
営
な
個
所
を
撰
ん
で
再
録
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。
但
し
北
海

道
の
分
は
、
道
内
各
測
候
所
長
の
御
好
意
に
依
っ
て
記
象
紙
を
奔
借
し
、
筆
者
自
身
が
験
測
し
た
債
で
あ
る
。
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以
上
の
如
く
憂
南
の
地
震
計
に
も
記
録
3
れ
た
程
で
あ
っ
て
、
地
震
勢
力
の
著
大
で
あ
っ
た
事
を
立
詮
し
て
ゐ
る
。
命
北

道
海
内
の
地
震
計
の
記
象
国
若
干
を
口
絵
と
し
て
掲
げ
で
あ
る
。

震
央
、
震
源
の
深
さ
。

気
象
要
覧
誌
上
に
、

乙
の
地
震
の
震
央
は
、
北
緯
四
十
二
度
三
、
束
経
百
四
十
二
度
六
郎
ち
浦
河
を
去
る
北
西
方
約
十

五
粁
の
地
鈷
と
接
表
さ
れ
℃
ゐ
る
。

今
北
海
道
内
で
観
測

3
れ
た
初
期
微
動
舷
績
時
間

(
p
l
S
)
並
に
初
動
方
向
を
地
国
上
に
記
入
し
、

等

P
S
線
を
描

け
ば
左
国
の
如
く
な
る
。
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観
測
網
が
精
粗
で
あ
る
た
め
、
等
P
S
線
は
可
な

b
の
範
固
で

自
由
に
引
き
得
る
が
、
北
西

l
南
東
方
向
に
長
軸
を
持
っ
た
固
に

示
す
採
な
楕
国
と
な
る
様
で
あ
る
。
従
っ
て
其
の
中
心
部
ち
震
央

は
要
覧
指
示
の
位
置
に
求
め
ら
れ
る
c

震
源
の
深
さ
を
正
確
に
求
め
る
事
は
、
奥
へ
ら
れ
た
材
料
で
は

些
一
か
不
充
分
と
思
は
れ
る
。
楕
国
等
P
S
線
が
一
不
す
如
く
震
波
の

停
播
速
度
は
方
向
に
依
っ
て
可
な

b
の
程
度
に
還
っ
て
ゐ
る
か
ら

佐
一
サ
方
性
を
仮
定
す
る
方
法
を
採
れ
ば
、
誤
差
が
常
に
大
主
く
な
る
。

又
震
央
の
南
方
乃
至
南
東
方
の
観
測
の
得
ら
れ
な
い
事
が
命
一
一
層

困
難
の
度
を
加
へ
る
。
併
し
.
大
躍
の
見
A
V

回
は
次
の
方
法
に
依
つ

て
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

札
幌
の
観
測
は
グ
ヰ

1
へ
Y

ト
微
動
計
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ

b
.
叉
固
版
と
し
て
示
し
た
如
く
其
の
記
象
も

可
な
λ

リ
明
瞭
に
記

3
れ
て
ゐ
る
か
ら
そ
れ
だ
け
其
観
測
値
に
重
み
が
加
は
石
。
叉
浦
河
の
観
測
は
震
央
に
近
接
し
た
観
測

で
あ
る
と
云
ふ
意
味
で
重
用
し
て
よ
い
。
そ
し
て
都
合
の
好
い
事
に
は
，
札
幌
、
震
央
、
浦
河
を
結
ぶ
線
は
殆
ど
直
線
で

あ
る
。
そ
れ
で
乙
の
直
線
の
方
向
で
は
、
震
波
の
停
播
速
度
が
一
様
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
震
源
の
深

3
は
次
の
関
係

四



四

式
か
ら
筒
翠
に
求
め
ら
れ
る
。

ふ
¥
l
F凶
十

h
M

11 

大

"，M"Iぜ
+ 
h 

ロー
11 

ξ ¥  

J会
111 
M 雷、

弦
に
，

h
は
震
源
の
深
さ
，
・
4

4
は
夫
々
浦
河
、
札
幌
の
震
央
距
離
、

t 
包~

L

は
一
同
地
の
P
S
の
債
で
あ
る
。

t-ts 

は

夫
々
六

O
秒、

一
九
・
八
秒

0
4
4
は
夫
々
一
五
粁
，

一
四
一
粁
で
あ
る
か
ら

一戸品一戸凶×合・
0
凶・
1
i
H
匂
凶
×
回
。
・
∞
凶

1

1
ー

l
a
E
N
S
-。
宅

5
・
∞
凶
|
。
-OL

即
ち
乙
の
方
法
に
依
れ
ば
震
源
の
深
さ
は
四
二
粁

O
と
計
算
さ
れ
る
。

叉
、
別
に
浦
河
の
P

S
と
d
、
並
に
大
森
常
数
、
だ
け
で
計
算
し
て
見
る
と
、

r
け
に

1
5ゅ

l
h

で
あ
る
か
ら
k
を
七
・
四
ご
と
す
る

}戸けに
1
4
・
品
問
×
。
・

9
1
5凶
H
合・。低利

印
ち

E

四
了
九
粁
と
な
っ
て
数
字
の
上
で
は
前
の
債
と

0
・
一
粁
だ
け
し
か
遣
っ
て
ゐ
な
い
。
併
し
誤
差
の
範
悶
を
考

へ
る
と
一
位
の
桁
も
疑
し
く
な
る
か
ら
，
震
源
の
深
志
は
約
四
十
粁
と
見
る
の
が
至
蛍
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
新
の
如

3
方
法
で
求
め
た
震
源
の
深
当
は
)
深
す
ぎ
る
乙
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
G

又
該
地
震
の
初
期
微
動
時
間
は
徐
b



明
瞭
で
な
い
。
命
叉
震
度
の
烈
し
い
所
が
局
部
的
で
.
徐
震
を
多
く
伴
っ
た
事
等
は
浅
い
震
源
の
特
性
を
備
へ
て
ゐ
る
。

然
れ
ば
走
時
曲
線
の
取
扱
ひ
ょ

b
震
源
の
深
8
を
決
定
す
る
が
得
策
か
も
知
れ
泊
。

又
、
震
源
の
批
判
震
時
を
中
旬
、
浦
河
、
札
幌
の
夫
等
を
夫
々

T
U
B
-
と
し
、
九

tu
を
夫
々
浦
河
‘
札
幌
の
p
l
S
の
値
と

す
れ
ば
次
の
関
係
式
が
成
立
つ

叶
h
l吋。

吋
E
|
吋。

p
 

yh 

吋

11 

吋

=
F
l同，
L
E

-
V
I
1
-
H
t
 

吋

日
酔
]
‘
.
弓

吋
初
日
。
品
・
吋
ぉ

で
あ
る
か
ら

品
】
・
。
×

3
・∞

1
2
4
×。・
0

吋

l

l

i

l

i

-

-

i

l

i

H

∞
同
・
令

5
・∞

i
。・
0

卸
ち
之
の
方
法
で
計
算
し
た
震
源
の
後
震
時
刻
は
‘

一
七
日
三
時
四
八
分
三
一
@
六
秒
で
あ
る
。

初

動

分

布

各
地
で
観
測
遣
れ
た
初
動
を
地
国
上
に
記
入
す
る
と
第
三
国
の
如
く
な
る
。

一
四
三



一
四
四

間
中
.
A
B
が
轄
向
園
、

C
D
が
断
層
線
の
如

く
思
は
れ
る
が
‘
此
の
地
震
の
初
動
は
一
一
般
に
極

国

め
て
小

3
く
(
口
総
参
照
)
，
従
っ
て
震
源
の
運
動

機
構
等
も
決
定
し
難
い
。

銭

震

第

殺
震
後
二
月
中
に
起
っ
た
訟
震
同
教
を
表
示
す

る
と
次
の
如
く
な
る
。
但
し
強
震
が
あ
っ
て
後
四

時
迄
に
三
同
の
有
戚
畳
地
震
.
七
同
の
無
戚
受
地

震
が
記
録

3
れ
℃
ゐ
る
が
、
逸
出
し
た
針
の
修
問
、
共
の
他
の
調
節
等
宇
一
行
っ
て
ゐ
る
聞
に
、
数
同
の
有
戚
畳
及
び
無
威

費
地
震
が
あ
っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
か
ら
、
四
時
以
後
の
介
、
だ
け
を
採
る
事
に
す
る
。

無感
開設

19 

12 

4 

3 

~ 

4 

3 

14 

63 

第二表

有感
同教

24 

‘) ... 

O 

O 

4 

<) 
ムd

‘1・ム品

13 

4 

。-3

8-11 

12-15 

， 16-19 

白 日 'l9 
A司、J司-"""t.'

4-7 

8-11 

12-15 

時時
4-7 

18日

2月17日

U 

2 

O 

1 

3 

O 

‘B ... 

3 

O 

z、.. 

O .... 

1 

1 

16-19 

20-23 

。-3

1~-15 

19日

4-7 

8-11 

U 



部;感
同数

有感
同数

3 

8 

9 

1 

8 

5 

6 

e 

5 

6 

O 

O 

o 
d 

。

O 

O 

O 

1 

1 

O 

1 

2月19日

時時
16-19 

20-23日

20日

!:!4日

E7日

28日

21日

2~ 日

23日

25日

26日

v 

。

v 

F 

v 

9 

即
ち
二
月
十
七
日
の
四
時

l
七
時
の
四
時
間
に
有
戚
は
二
四
向
、
無
戚
は
六
三
向
、
計
八
七
同
の
多
さ
に
淫
し
て
ゐ
る

が
、
そ
の
次
の
四
時
間
で
は
、
有
威
一
三
同
、
無
戚
一
九
向
、
計
三
二
同
に
激
減
し
て
ゐ
る

d

叉
下
旬
に
入
っ
て
か
ら
は

設

震

有
戚
受
は
僅
に
三
同
礎
生
し
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
叉
同
数
の
減
衰
曲
線
も
割
合
に
鼠
調
で
あ
る
。

の

地

震

品別

北
海
道
の
太
平
洋
沖
並
に
沿
岸
地
帯
を
震
央
と
し
て
起
っ
た
有
戚
受
地
震
を
昭
和
五
年
一
月
分
か
ら
各
月
別
に
一
不
す
と

左
の
如
く
な
る
(
気
象
要
覧
に
依
る
V

。

昭
和
五
年
一
月

期
著
地
震
一
同

小
区
域
地
震
二
同

貝
殻
地
震
七
同

一一月
総
額
若
地
震
一
向

根
室
南
東
仲
(
六
日
)

尻
屋
崎
東
方
沖
バ
一
二
日
)
襟
裳
岬
南
方
沖
二
二
日
)

画
館
(
十
日
、
=
一
同
)
津
轄
海
峡
(
一
五
、
一
六
日
)
函
館
〈
/
一
九
日
J

落
石
岬
(
ご
九
日
〉

尻
犀
崎
北
東
沖

一
四
五



小
区
域
地
震
二
同

局

設

地

震

三

岡

三
月

小
直
域
地
震
二
同

局

後

地

震

三

間

四
月

小
区
域
地
震
ニ
同

局

愛

地

震

八

同

八
日
)
五
月

精
頴
著
地
震
一
同

局

後

地

震

間

同

六
月

粕
頴
著
地
震
一
同

小
直
域
地
震
一
同

局

設

地

震

一

同

七
月

額

著

地

震

一

向

精
頴
若
地
震
二
同

局

畿

地

震

四

同

入
月

期

著

地

震

一

向

精
頴
著
地
震
三
同

局

設

地

震

六

同

一
四
六

穣
裳
岬
西
方
沖
(
二
日
〉
落
石
岬
南
方
沖
ハ
二
三
日
)

浦
河
こ
一
二
日
〉
納
沙
布
沖
(
二
一
一
一
日
)
襟
裳
賀
、
方
沖
(
二
三
日
〉

尻
居
東
南
東
沖
(
八
日
)
色
丹
島
東
方
沖
(
同
)

釧
路
沖
〈
二
日
)
納
沙
布
沖
こ
二
日
)
釧
路
沖
(
一
二
日
)

-
納
沙
布
南
東
沖
〈
九
日
)
同
(
一
五
日
〉

襟
裳
南
東
沖
〈
九
日
)
納
沙
布
南
東
沖
(
九
日
)
大
津
川
(
一
五
日
〉
津
軽
海
峡
(
同
)
闘
館
二
九
日
)
同
(
二
二
日
)
同
(
二
七
日
〉
同
(
二

襟
裳
南
東
沖
(
二
七
日
)

画
館
(
四
日
)
釧
路
(
セ
日
)
同
(
一
九
日
〉
清
水
円
二
四
日
〉

納
沙
布
南
東
沖
(
一
八
日
)

襟
裳
南
東
沖
(
一
九
日
)

揮
捉
島
南
東
沖
(
ニ
五
日
)

捧
捉
島
南
東
沖
ハ
二
三
日
〉

釧
路
南
東
沖
(
ニ

O
日
)
襟
裳
南
西
沖
(
同
)

民
尾
(
四
日
〉
苫
小
牧
(
一
六
日
〉
玄
関
(
一
八
日
〉
襟
裳
南
東
沖
(
二
九
日
)

間
後
水
遺
(
三

O
日
)

襟
裳
南
方
沖
(
一
二
日
)
納
沙
布
南
々
東
沖
(
二
三
日
)
襟
裳
東
方
沖
合
一
六
日
)

浦
河
(
八
日
〉
根
室
沖
二
九
日
)
落
石
沖
(
一
二
一
日
〉
襟
裳
東
南
東
沖
(
二
五
日
)
浦
河
(
二
五
日
)
同
(
一
二
ハ
日
)



九
月

柏
瀬
著
地
震
一
同

局

畿

地

震

五

同

十
月

柏
瀬
著
地
震
一
同

小
区
域
地
震
一
同

局

後

地

震

同

同

十
一
月

局

畿

地

震

七

同

，
十
二
月

頴

著

地

震

二

同

納
額
者
地
震
ニ
同

小
直
域
地
震
一
同

局

後

地

震

問

問

昭
和
六
年
一
月

頴
著
地
震
コ
一
向

精
頴
著
地
震
一
同

局

設

地

震

五

同

襟
裳
東
方
沖
(
二
九
日
)

釧
路
(
二
日
〕
同
〈
一
一
九
日
〉
標
津
川
(
ニ

O
日
〉
室
蘭
南
方
沖
(
ニ
ニ
日
〉
標
津
川
(
ニ
六
日
〉

襟
裳
西
方
沖
(
ニ
九
日
)

裏
山
岬
北
東
沖

舌
一
宇
(
三
日
)
落
石
南
方
沖
(
二
七
日
)
門
別
沖
合
二
日
ニ
同
)

帯
庚
(
五
日
)
尻
屋
岬
北
東
沖
二
八
日
)
別
海
(
同
)
襟
裳
西
方
沖
へ
二
七
日
ゾ
根
室
(
二
九
日
〉
恵
山
岬
北
東
沖
(
同
〉
浦
河
沖
へ
同
〉

新
冠
川
河
口
附
近
二
三
日
〉
襟
裳
東
方
沖
(
ニ
四
日
)

襟
裳
東
方
沖
(
ニ
日
〉
翠
山
岬
東
方
沖
(
六
日
)

襟
裳
闘
方
沖
〈
一
二
日
〉

根
室
西
方
沖
(
八
日
ノ
大
津
(
九
日
)
釧
路
南
東
沖
(
同
)
庚
尾
〈
同
〉

新
冠
川
上
流
(
六
日
)
襟
裳
沖
(
一
八
日
)
落
石
南
々
東
沖
こ
二
日
)

新
冠
川
上
流
〈
九
日
)

納
沙
布
沖
(
一

O
日
二
同
〉
落
石
沖
(
一

O
日
)
根
室
沖
こ
六
日
〉
新
冠
川
河
口
沖
(
三

O
日
)

今
根
室
、
釧
路
附
近
を
区
域
A
と
し
‘
襟
裳
岬
附
廷
を
区
域
B
と
し
.
富
山
山
岬
附
近
を
区
域
C
と
し
‘
各
区
域
別
の
日

別
地
震
同
教
を
一
不
す
と
左
の
如
く
な
る
。

但
し
、
表
中
ー
は
頴
著
地
震
、
日
は
稲
田
線
著
地
震
、

m
は
小
区
域
地
震
、
W
は
普
通
有
戚
受
地
震
で
あ
る
。

一
四
七
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次
に
、
普
通
有
戚
費
地
震
の
重
み
を
ー
と
し
.
小
匝
域
地
震
を
2
と
し
、
和
顕
著
地
震
K
3
と
し
，
額
著
地
震
を
4
と

し
‘
各
同
教
に
夫
々
の
重
み
を
掛
け
た
も
の
の
会
計
を
求
め
て
‘
各
区
域
毎
に
月
別
表
を
作
れ
ば
左
の
如
く
衣
る
。
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第
五
表
は
、
第
四
表
の
債
を
.
百
分
率
で
・
誉
主
代
へ
た
も
の
で
あ
る
。
之
を
更
に
国
一
不
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。
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第
四
闘
に
依
っ
て
明
か
な
如
く
、
区
域
A
と
区
域
H
と
は
互
に
相
反
の
後

化
と
な

b
二
・
刀
の
上
昇
は
他
方
の
降
下
に
相
封
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
会
憶
の

傾
向
と
し
て
は
A
は
漸
減
B
は
漸
増
の
走
向
を
辿
っ
て
昭
和
六
年
二
月
に
入

っ
て
ゐ
る
。

c
は
一
見
他
と
は
無
関
係
の
如
く
現
は
れ
て
ゐ
る
。
結
果
か
ら

Figo 4 

云
へ
ば
、
区
域
B
即
ち
襟
裳
岬
附
近
の
地
震
帯
、
が
.
昭
和
五
年
の
中
頃
か
ら

漸
次
活
動
勢
力
を
高
め
其
最
高
潮
に
於
℃
，

乙
の
地
震
を
起
し
た
も
の
で
あ

あ
と
云
へ
る
。
但
し
、
弦
に
描
い
た
グ
ラ
フ
は
.
筆
者
が
有
戚
受
地
震
の
程

度
に
陪
応
じ
て
勝
手
な
重
み
を
附
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
震
帯
の

B 

C 

A
 

を
其
僅
A
口
計
し
た
も
の
よ

b
幾
分
畳
一
に
近
い
も
の
と
云
へ
る
。

活
動
の
程
度
を
正
し
く
一
広
ひ
表
は
し
て
ゐ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
併
し
同
数

浦
河
町
及
び
其
附
近
に
於
け
る
情
況

後
震
が
四
時
前
で
あ
っ
た
の
で
‘
人
々
は
未
だ
熟
睡
の
最
中
で
あ
っ
た
。
突
如
と
し
て
念
激
な
震
動
が
襲
っ
て
来
た
た

め
等
し
く
多
を
破
ら
れ
，
大
部
分
の
人
は
屋
外
へ
飛
び
出
し
た
。
中
に
は
飛
び
出
3
う
と
し
た
が
徐
b
に
激
し
く
揺
れ
る

た
め
歩
〈
事
が
出
来
な
か
っ
た
と
一
去
ふ
人
も
あ
っ
た
。
筆
者
は
直
に
測
候
所
備
付
の
地
震
計
，
晴
雨
計
、
其
他
器
械
類
kr

一
通
b
結
検
し
て
見
た
が
，
動
さ
得
る
器
械
の
総
て
は
其
の
位
置
を
媛
へ
℃
ゐ
た
が
1

幸
に
大
破
し
た
も
の
も
な
く
、
又

四
ブL



一
五

O

附
近
に
倒
潰
家
屋
も
見
蛍
ら
ず
火
災
も
起
ら
な
か
っ
た
の
で
、
地
震
計
の
針
の
調
節
、
憂
の
方
向
の
調
節
等
を
行
っ
た
後

記
象
紙
を
一
積
取
夕
、
中
央
気
象
蚕
並
に
隣
接
各
測
候
所
へ
接
電
し
た
。

一
方
夜
の
明
け
る
を
待
っ
て
筆
者
は
所
員
佐
々
木
技
手
と
共
に
賓
地
踏
査
に
出
掛
け
た
。
浦
河
町
の
東
部
鱗
別
方
面
の

積
雲
道
路
面
に
庭
々
小
亀
裂
の
出
来
て
ゐ
る
の
が
先
づ
眼
に
付
い
た
。
良
く
調
べ
て
見
る
と
割
れ
て
ゐ
る
の
は
、
積
雪
屠

だ
け
で
土
地
に
は
何
等
異
肢
が
な
い
や
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
依
っ
て
、
人
‘
馬
、
車
、
等
の
通
行
に
依
っ
て
固
め
ら
れ

た
上
、
気
温
が
低
か
っ
た
た
め
(
宮
司
の
最
低
気
温
は
)
氷
結
下
一
一
度
五
分
)
高
硬
度
の
積
雪
が
震
動
の
た
め
小
さ
く

割
れ
た
も
の
と
判
定
し
た
。
例
潰
家
屋
は
一
一
棟
も
な
か
っ
た
が
、
今
少
し
震
動
が
強
け
れ
ば
誇
な
く
倒
れ
た
と
思
は
れ
る

の
が
二
三
棟
見
受
け
ら
れ
た
。
棚
上
の
器
物
は
‘
棚
の
方
向
に
拘
ら
ず
，
殆
ん
ど
会
部
顛
落
し
、
瀬
戸
、
精
子
製
の
器
具

の
損
害
は
各
戸
毎
に
蒙
っ
た
や
ラ
で
あ
る
。
叉
前
記
鱗
別
方
面
で
は
.
箪
笥
の
倒
れ
-
な
か
っ
た
も
の
は
一
つ
も
一
な
か
っ
た

3
う
で
あ
る
。
公
共
建
造
物
中
最
も
被
害
の
大

3
か
っ
た
の
は
‘
町
立
浦
河
病
院
の
建
物
で
あ
っ
た
。
元
の
沼
を
埋
立
て

て
敷
地
と
し
た
由
で
あ
る
か
ら
地
盤
が
著
し
く
軟
弱
、
だ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
壁
は
殆
ん
ど
会
部
脱
落
し
‘
器
具
類
は
倒
れ

窓
硝
子
は
破
れ
、
玄
闘
の
コ
ン
ク
ηノ

1
ト
は
縦
横
に
亀
裂
が
生
じ
℃
ゐ
た
。
踏
査
に
行
っ
た
筆
者
等
は
会
く
足
の
踏
み
揚

も
な
い
程
で
あ
っ
た
。

浦
河
町
で
は
以
上
の
如
く
、
家
屋
の
破
壊
‘
地
割
れ
等
の
大
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
壁
の
亀
裂
、
或
は
脱
落
‘
柱
鴨
居
、

の
狂
ひ
、
襖
、
障
子
の
破
損
等
の
少
被
害
を
多
少
な
b
と
も
蒙
ら
な
い
家
は
・
な
か
っ
た
。



浦
河
町
の
競
察
を
移
っ
て
筆
者
等
二
入
は
、
更
に
海
岸
体
ひ
に
西
方
に
向
。
た
。
併
し
西
す
る
に
従
ぴ
震
度
が
漸
次
減

少
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。
浦
河
町
か
ら
約
八
粁
を
距
て
た
荻
伏
村
で
は
、
積
み
上
げ
た
暖
房
用
の
薪
の
崩
れ
た
の

を
見
受
け
・
な
か
っ
た
(
浦
河
で
は
全
部
崩
る
)
。
更
に
静
田
村
役
場
に
至

b
，
松
浦
助
役
の
談
に
依
れ
ば
.
同
地
方
の
震
動

は
近
恭
氏
加
盟
…
い
強
い
も
の
で
あ
っ
た
が
，
棚
上
の
器
物
は
落
下
し
な
か
っ
た
由
で
あ
る
c

叉
静
内
際
長
小
野
寺
氏
に
依
れ

ば
銭
道
路
線
其
他
に
は
被
害
が
・
な
か
っ
た

3
ラ
で
あ
る
。

浦
河
町
の
東
方
へ
は
賃
地
踏
査
に
出
掛
け
・
な
か
っ
た
が
、
電
話
で
照
合
し
‘
叉
旅
行
者
の
談
を
綜
合
し
た
結
果
.
襟
裳

岬
近
傍
.
幌
泉
附
近
は
?
時
計
の
止
っ
た
の
が
あ
る
が
、
棚
の
上
の
器
物
は
安
全
だ
っ
た
程
度
、
叉
浦
河
か
ら
八
粁
の
様

似
で
は
、
略
浦
河
井
同
程
度
の
震
度
と
推
定
ヨ
れ
た
。
向
管
内
各
役
場
へ
左
の
貼
に
就
い
て
照
合
そ
殺
し
た
。

一
、
震
度
。
(
中
央
気
象
牽
制
定
の
震
度
表
を
付
す
)

一
一
、
震
動
時
間
。

二
地
鳴
の
有
無
。

四
‘
物
胞
の
倒
れ
た
方
向
。

五
、
其
他
の
異
肢
現
象
。

之
に
封
す
る
同
怨
口
を
左
に
列
記
す
る
と
，

一
五



幌様荻静平来万r~ 右
左
府
村
・

五

震
度

総
震
勤
時
間

韓
倒
方
向

地
鳴

泉

j寸

四
時
間

有

不
同

設

似

村

セ?客ー・

刊

一
分
間

盈E

強
(
弱
キ
方
)

伏

村

道
路
面
に
数
ケ
所
亀
裂
あ
b
た
る
由

二
十
秒
間

北
西

5~ 

'主正

石

キf

強
(
m
m
キ
方
)

十
秒
間

不
同

生畳

内

村-

張
(
m
m
キ
方
)

二
分
間

狙E

北
西

¥ 

取

村

五
分
間

金正

不無
詳'

不
明

冠

村

二
分
間

4匝

強
(
m
m
キ
方
)

];1] 

村

五
分
間

4nf: 

主匝

5長

右
の
如
く
大
部
分
ば
強
震
或
は
強
震
(
m
m
キ
方
)
と
報
告
当
れ
℃
ゐ
る
が
ぷ
田
時
の
朕
況
か
ら
推
定
し
て
様
似
が
強
震
(
m
m

易惑

一
分
間

有

無

キ
方
)
他
は
弱
震
を
採
る
の
が
趨
蛍
の
や
う
に
思
は
れ
る
o

地
鳴
を
開
い
た
の
は
幌
泉
と
右
左
府
の
ニ
ケ
所
、
だ
け
で
あ
る
。

叉
測
侯
所
備
付
の
器
械
，
器
具
類
の
移
動
朕
態
を
調
べ
て
見
る
と
)
何
れ
も
反
時
計
の
向

3
に
同
縛
し
た
跡
が
見
ら
れ

る
。
ダ
イ
ン
ス
自
記
風
塵
計
並
に
地
震
計
(
大
森
式
筒
車
微
動
計
、
重
錘
五

O
砥
)
の
牽
の
移
動
を
園
示
す
る
と
.
第
五



闘
の
A
.
B
と
な
る
。

叉
墓
地
の
石
碑
を
黙
放
し
た
が
完
全
に
倒
れ
た
も
の
二
三
あ
b
、
倒
れ
か
か
っ
て
ゐ
る
も
の
多
数
を
見
受
け
た
。
而
も

其
の
方
向
は
北
或
は
南
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
国
一
不
す
る
と
第
五
国
C
Lし
な
る
。
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A

，
B
間
中
安
線
は
本
来
の
位
置

知
線
は
移
動

し
た
位
置
を
示
す
。
A
黙
の
小
国
三
個
は
ダ
イ
ン
ス

風
摩
一
計
の
三
脚
を
示
す
。

異
常
現
象

浦
河
町
曾
議
員
小
田
氏
の
談
に
依
れ
ば
、
震
動
の

最
中
に
浦
河
の
西
方
の
海
上
積
低
い
個
所
代
数
同
に

豆
っ
て
電
光
、
が
閃
め
い
た
由
で
あ
る
。
筆
者
は
営
時

地
震
計
室
内
に
在
っ
た
た
め
.
不
幸
に
し
て
賃
見
す

る
事
が
出
来
・
な
か
っ
た
が
、
大
地
震
の
あ
っ
た
時
電

豆
地
震
に
伶
っ
た
電
光
に
就
い
て
は
.
和
建
氏
、
其
他
二
三
の
詳
細
な
報
告
が
あ
る
。
叉
大
正
十
三
年
一
月
十
五
日
未
明

光
の
件
ふ
事
は
稀
友
現
象
で
は
な
く
、
近
く
は
北
伊

の
丹
津
山
地
震
の
際
は
.
三
保
の
松
原
の
松
の
葉
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
た
程
の
著
し
い
電
光
の
あ
っ
た
事
が
停
へ
ら
れ
て

一
五
三



一
五
四

ゐ
る
G

小
田
氏
の
外
に
同
時
刻
同
方
向
に
電
光
を
賞
見
し
た
と
云
ふ
大
も
二
三
あ
っ
た
。

叉
、
新
冠
村
村
長
林
氏
の
報
告
に
依
れ
ば
、
地
震
の
翌
々
日
部
ち
二
月
十
九
日
の
靭
に
至

b
新
冠
川
河
口
附
近
の
海
岸

に
、
ア
プ
一
プ
コ
、
カ
ン
ヂ
、

キ
ン
キ
ン
、
タ
コ
等
の
魚
類
の
死
躍
が
縫
々
と
打
ち
上
っ
た

3
ラ
で
あ
る
。
出
漁
賞
事
者
の

談
に
依
れ
ば
、
キ
ン
キ
ン
の
如
き
は
海
岸
か
ら
三
里
位
の
沖
合
で
な
け
れ
ば
漁
獲
出
来
な
い
魚
の
由
で
あ
る
。
他
の
海
岸

で
は
、

之
の
種
の
現
象
が
・
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
か
ら
、
新
冠
川
河
口
附
近
の
海
底
に
何
等
か
の
異
肢
が
あ
っ
た
の
を
物

一
語
っ
て
ゐ
る
と
思
ふ

追
記

御
多
忙
中
に
も
拘
ら
ず
，
拙
稿
の
御
校
閲
を
賜
っ
た
恩
師
図
富
先
生
、
並
に
貴
重
な
る
地
震
記
象
紙
を
御
貸
奥

下
さ
れ
た
北
海
道
内
各
測
候
所
長
の
御
厚
意
に
謹
ん
で
御
鵡
申
上
げ
ま
す
。


